
和敬会だより

鎌倉女子大学和敬会 検 索
和敬会HP https://www.wakeikai.net

同窓生のための会報誌

鎌倉女子大学和敬会
〒２４７‐８５１１ 鎌倉市岩瀬 １４２０

☎ 0467‐44‐４１１９（毎月第1、第3火曜日の10時から14時）

第28号

星雲の誕生を思わせるような混沌の中から命が躍動し始め、次第に花びらと茎
くき

と葉との確かな象
かたど

りをとり、
四方八方に激しく飛び散るように絢爛豪華な大輪を咲かせ、その菊が少しずつ衰

おとろ

えながら黒く萎
しぼ

んで、 
やがて陰

かげ

りの中で命を終えていくのですが、しかしその中につつましやかな黄
こ

金
がね

色
いろ

の種子を宿し、新しい
命の誕生を暗示するという、正に「めぐる」というにふさわしい物語に構成されています。

「めぐる」　児童学部 教授  大河原典子
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〒247-8511　鎌倉市岩瀬1420　TEL.0467-44-2200（代表） JR「大船駅」下車、バス約10分

高等部（鎌倉国際文理高等学校） 中等部（鎌倉国際文理中学校） 幼稚部初等部

大船
キャンパス

岩瀬
キャンパス

〒247-8512　鎌倉市大船6丁目1番3号　TEL.0467-44-2111（代表） JR「大船駅」下車、徒歩8分

大 学 院 短期大学部大学 家政学部　児童学部　教育学部

https://www.kamakura-u.ac.jp

住
所
・
氏
名
等
の
変
更

①�

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

込
み
【
鎌
倉
女
子
大
学

和
敬
会
】「
名
簿
情
報

変
更
届
」
よ
り
ご
入
力

く
だ
さ
い
。

②�

郵
便（
は
が
き
・
封
書
）で
の
変
更
は
、

氏
名
・
生
年
月
日
・
卒
業
学
校
・
届
い

た
封
書
の
宛
名
シ
ー
ル
の
バ
ー
コ
ー
ド

下
部
に
記
載
の
８
桁
の
番
号
を
記
入
の

上
、変
更
事
項
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

日
時
　
令
和
８
年
１０
月
３
日（
土
）

　
　
　
13
時
３０
分
～
１6
時（
受
付
１３
時
～
）

場
所　
岩
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
中
・
高
等
部
校
舎

　
　
　
４
階
大
教
室

内
容　
13
時
３０
分
～　
総
会

　
　
　
14
時
15
分
～　
懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
舎
見
学
等

会
費　
無
料

参
加
方
法

　

�

出
席
さ
れ
る
方
は
二
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
込
み
氏
名

等
を
ご
入
力
く
だ
さ
い
。

締
切　
８
月
31
日（
月
）

⃝
�

ハ
ガ
キ
で
の
参
加
申
し
込
み
も
可
能
で

す
。
必
要
事
項（
お
名
前
、
ご
住
所
、
卒

業
部
、
卒
業
年
度
）を
ご
記
入
の
上
事
務

局
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い

和
敬
会
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

鎌倉女子大学CNSサイト�
https://cns.kamakura-u.ac.jp/
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瀬
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行

鎌
倉
女
子
大
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和
敬
会
事
務
局

85 2 4 7 8 5 1 1 総会に出席します

①ご芳名(旧姓) フリガナ

②ご住所  〒

③最終卒業の初･中･高等部･大学
　学部学科名など

④卒業年
　　　　　　年3月

和
敬
会
会
館
の
利
用
に
つ
い
て

　
「
和
敬
会
会
館
」は
ク
ラ
ス
会
や
打
ち
合

わ
せ
等
に
利
用
で
き
ま
す
。
校
内
の
一
教

室
な
の
で
学
校
と
の
調
整
が
必
要
で
す
が

事
務
局
に
連
絡
、
相
談
い
た
だ
き
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
方
法
に
つ
き
ま

し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
令
和
６
年
11
月
、
昭
和
54
年
度
高
等
部
３
年
１
組

の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
６
年
前
、
約
40
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
同
窓
会
後
、
す
ぐ
に
と
の
声
が

沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
今
回
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
は
、
会
っ
た

と
た
ん
に
当
時
の
呼
び
名
で
呼
び
合
い
学
生
時
代
の

雰
囲
気
に
浸
り
ま
し
た
。
ま
た
、
修
学
旅
行
の
時
先

生
が
陰
で
い
ろ
い
ろ
と
ご
尽
力
さ
れ
て
い
た
話
を
は

じ
め
て
伺
い
、
改
め
て
先
生
の
教
え
子
で
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。

　
「
お
箸
で
の
小
豆
つ
か
み
ゲ
ー
ム
」
は
大
変
盛
り
上

が
り
、
な
ん
と
先
生
が
優
勝
さ
れ
、
次
回
も
リ
ベ
ン

ジ
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
教
育
の
第
一
線
で
ご
活

躍
さ
れ
、
東
北
の
震

災
や
災
害
の
被
災
地

に
心
を
寄
せ
ら
れ
て

い
る
お
話
も
伺
い
、

人
生
の
先
輩
と
し
て

見
習
う
点
ば
か
り
で
、

長
野
先
生
と
の
出
会

い
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
次
回
も
元
気
に

そ
し
て
笑
顔
で
再
会

す
る
こ
と
を
約
束
し
、

会
が
お
開
き
に
な
り

ま
し
た
。

高
３-

１ 

長
野
組

�
～
大
好
き
な
長
野
先
生
を
囲
ん
で
～

あ
と
が
き

　

み
ど
り
祭
「
カ
フ
ェ
和
敬
会
～
卒
業
生
の
集
い
の 

場
～
」
は
今
年
も
初
等
部
、
中
・
高
等
部
、
大
学
の
卒

業
生
に
た
く
さ
ん
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
じ
景
色
を
分
か
ち
合
い
「
根
っ
こ
」
が
つ
な
が
っ

て
い
る
安
心
感
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
共
に
学
ん
だ
頃

に
戻
ら
れ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

寄付募集サイトについて
学校法人鎌倉女子大学では、寄付募集を行っております。
ご支援をお考えの方は、下記サイトをご覧ください。

【寄付募集サイト】https://www.kamakura-u.ac.jp/donate/
【お問い合わせ】学校法人鎌倉女子大学 事務局経理部経理課（募金担当）

卒業生・教職員が利用できるコ
ミュニケーションサイトを開設し
ています。ご利用の際には、下記
リンクよりサイト
にアクセスし、ご
登録をお願いいた
します。


